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《授業計画》

科目名 　中学教科教育法Ⅳ（英語）

担当者氏名 　山本　元子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択必修 開講年次・開講期 3年・秋期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

専門基礎-1 国際社会に貢献できる人材育成

・指定（大学）教科書により、中学校英語科教育法の理論を学
び、それらをもとにした「模擬授業」等を行い、受講者による
相互評価を経て、英語授業実践力を高める。
・講義指導内容や順序は、受講生と相談の上変更を加える場合
がある。
・教育法Ⅳでは、主に中学校3年生の内容を扱う。

改訂版　新しい英語科授業の実践　金星堂

受講者の教育実習先で使用予定の中学英語教科書を購入のこと
（講義で詳しく説明する）

・中学校英語科教育法の指導理論を学ぶ。
・中学校英語科教育法の指導理論に基づき、効果的な英語授業
を構築する実践的な力（4技能含）を養う。

・レポート作成、模擬授業準備に相当の時間が必要である

・まとめのテスト（レポート形式）
・授業での参加度合い
・模擬授業等の出来栄え（指導教材準備含） ・文部科学省　業績審査　単独指導　可

週 テーマ 学習内容

1
イントロダクション 中学校英語科教育法の理論等

2
中学校英語科学習指導要
領１

中学校英語科学習指導要領について１

3
中学校英語科学習指導要
領２

中学校英語科学習指導要領について２

4
英語指導法１ 英語指導法の変遷について

5
英語指導法２ 教授法のそれぞれ

6
まとめ（１～５） 第５回までのまとめのレポートテスト

7
英語習得過程と指導１ 言語習得理論

8
英語習得過程と指導２ 第２言語習得

9
中教審答申１ 「生きる力」を育む英語教育

10
中教審答申２ 中学生を取り巻く現状と英語教育

11
模擬授業１ 指導教材の考え方

12
模擬授業２ 学習指導案

13
模擬授業３ 模擬授業の実際と相互評価

14
模擬授業４ 模擬授業の実際と相互評価

15
まとめと演習 講義のまとめとレポート作成
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